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令和２年度 補正予算（案）の規模

全会計合計 26億62百万円

一般会計 26億52百万円

国民健康保険事業会計 １0百万円

本補正予算は、新型コロナウイルス感染症から区民の命と健康を守る
ことを最優先に、区民生活と地域経済を支えるため、適時適切に対応
することを目的としています。

本資料では、今後予想される第２波、第３波に備えて、感染により影響
を受けるものへの緊急的措置として、区が行う事業を抜粋して紹介して
います。



医療インフラを守る取組み
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健康危機管理対策 ６億56百万円

医療提供体制の整備・維持の支援及びＰＣＲ検査体制の整備

 区内の７つの災害拠点病院等に対して、医療提供体制の整備、維持
するための経費を助成します。（※新型コロナウイルス感染者の診

察・患者受け入れのための病床確保などの支援）

 医師会・歯科医師会・薬剤師会に加入する区内の医療機関等に対し、新型
コロナウイルス感染症拡大の影響のもとでも、切れ目のない医療の提供体
制を維持するための経費を助成します。

 区独自のPCR検査体制を整備

感染の疑いがある区民を対象とするPCR検査を遅滞なく行うための体制
を整備(既に九段下仮設診療所として開設）



感染症対策に関する取組み①
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介護事業所の安定的事業継続のための助成 １億18百万円

介護事業所への支援

 新型コロナウイルス感染症流行時においても、高齢者に必要不可欠なサービス

を継続するため、介護サービス事業所等の運営経費を支援します。

三密に対応する災害応急対策 69百万円

災害時の三密に対する備え

 今後、新型コロナウイルス感染症流行時に地震や水害が発生し、

区民が避難所に避難する状況となる場合に備え、
「三つの密」を回避する可能な限りの多くの避難場所として、

発災時にホテル等の宿泊施設を確保します。



感染症対策に関する取組み②
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出産・子育て支援 15百万円

妊婦への支援

 出産に不安を抱えやすい状況を鑑み、安心して出産準備を行えるよう、妊婦に

対し、妊婦健診受診時等に活用することのできる、タクシー券（妊婦一人
につき12,600円分）を配付し、感染リスクを低減します。

 感染への不安を解消し、安心して出産に臨めるように、妊婦に対し、サージカル
マスクを配付します。※現在妊娠中の方へ各50枚

 保健所で無料で実施していた乳幼児健康診査が中止されている期間に、自費で
病院に受診し、乳幼児健康診査を受けた場合の費用を全額還付
します。

既定予算内での対策 妊婦・乳幼児への支援



感染症対策に関する取組み③
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私立保育所等運営補助

地域型保育事業運営補助

認証保育所等運営補助

私立学童クラブ運営補助等※

私立保育所等の感染症対策支援

 児童・園児が安全に活動できるよう、感染症防止対策を施す
保育施設運営事業者・学童クラブに対する補助を拡大
します。

53百万円

※私立学童クラブ運営補助等は、「私立学童クラブ運営補助」、「学校内学童クラブ」、「いずみ
こどもプラザ運営補助」、「富士見わんぱくひろば事業運営」の総額です。



学校休業措置を踏まえたオンライン授業の促進
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ＧＩＧＡスクール構想実現やオンライン授業を実施するための環境を整備

ＩＣＴ教育の推進 ７億74百万円

 令和２年度中に、タブレットの「一人１台端末」の環境を整備
し、区立学校において国のＧＩＧＡスクール構想を実現します。

 新型コロナウイルス感染症対策による学校休業措置を踏まえ、区立学校における

オンライン授業の実施体制を整備します。また、インターネット環境の

ない家庭の児童・生徒には、レンタルWi-Fiの貸与を行います。



中小企業等の経営支援に関する取組み
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中小企業等への支援

中小企業等経営支援の強化 25百万円

 雇用調整助成金申請や、雇用・労働に関する相談・助言を行うため、専門的
知識を有する社会保険労務士による相談窓口を設置します。

商工融資事業 20百万円

 商工融資に係る相談体制の強化のため、専門的知識を有
する中小企業診断士による相談窓口を設置します。


